
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

R６ R５ R６ R５ R６ R５ R６ R５ R６ R５ R６ R５ R６ R５ R６ R５

村山地区 71 32 23 48 294 198 429 311 13 13 69 107 75 46 903 723

最上地区 14 15 0 0 26 16 33 41 6 1 0 3 6 9 71 70

置賜地区 24 17 16 16 45 35 165 154 0 0 20 26 29 19 275 250

庄内地区 70 25 6 57 61 100 262 130 20 2 20 10 61 45 430 344

県全体 179 89 45 121 426 349 889 636 39 16 109 146 171 119 1679 1387

令和６年度　夏の体験ボランティア企画数と参加者数

総企画数
総参加者数

小学生 中学生 高校生 学生 その他 担当職員 計

※ R6の総参加者数は令和6年9月30日時点の数値。今後、残り10企画が実施予定

 ～県内各地でたくさんの中高生が参加～ 

Ｑ．青年の家北側の階段を上った先にある神社に祀られているのは誰でしょう？ 

①織田信長  ②豊臣秀吉  ③徳川家康  ④吉田晴美 

 
 

 

令和５年度「ボランティアの集い」作品 １０・１１月壁面飾

り 

■今年は村山地区と 

庄内地区で企画数が 

大幅増となり県全体 

での企画数が１７９ 

となりました。企画 

数が増えたことでボ 

ランティアの種類も 

豊富になり、様々な活動を通して参加者はその職業観を知るきっかけに

もなったようでした。９月３０日時点の報告で、中学生４２６名・高校

生８８９名、全体では１,６７９名と昨年度と比べて参加者数が増加しま

した。令和元年のコロナ禍前（全体の総数１,３５１名）と比べても大幅

に増加していることから、中高生をはじめ、世間のボランティア活動に

対する関心が高いことがうかがえます。次年度も「夏の体験ボランティ

ア」を継続してまいりますので、御理解と御協力をお願いいたします。 

 

■夏休みの期間を中心に、青少

年が体験できるボランティア

活動を一堂に記したリーフレ

ットを中学・高校生に配布。中

高生が自らボランティア活動

に申し込み、ボランティア活動

を体験する事業です。ボランテ

ィア活動を企画していただい

た受入実施団体の皆様、リーフ

レット配布に御協力いただい

た各市町村教育委員会、各中学

校、各高校の関係者の皆様に御

礼申し上げます。 

村山 最上 

庄内 

置賜 

■昨年度と比べ、大幅に企画数が増加 
し参加者も増えた村山エリアでした。 
今年は新たに献血ルームでの活動が

増えたり、コロナ禍で行うことが難しかった介護
施設や図書館での活動も再開されるようになり
ました。次年度は保育園・幼稚園関係のボランテ
ィア企画も増やしていく予定です。自分の進路を
見据えたボランティア活動に参加して経験を積
んでいくのもいいのかもしれませんね。 

 

■大幅に企画数と参加者数が増加し
た庄内エリアです。幼児・小学生と
の触れ合い、介護施設での交流、祭 

りの運営等のボランティアに加え、「増えすぎ
た木を伐採して元気な森にしよう！」や「トラ
フグひれ切作業（放流効果調査）」など、とて
もユニークな企画も提供されました。普段の生
活ではなかなか体験 
できないことをボラ 
ンティア活動を通し 
て経験できるなんて 
とても素 
敵なこと 
ですね！ 
 

■最上エリアは、「二十歳を祝う会」「kitokito  
MARCHE 運営スタッフ」「キッズフェスタ」「折 
り紙ライヴ」「草の根チャリティー街頭募金」

等の地域密着型のボランティアが多く企画され、青少年
が参加してくれました。若い力を地域活性化のために注
いでくれるということは、とてもありがたいことです。 
 

■置賜エリアは「子ども（地域）食堂ボラン 
ティア」や「朗読ボランティア」、「プチ訪問 
看護体験」、「だがしや楽校のお手伝いをしよ

う」などの他エリアでは見られないボランティア活動が
様々企画され、中高生が参加してくれました。中には、
お目当ての活動をするためだけにわざわざ遠い所から来
てくれた中 
高生もいた 
ようです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の豪雨災害に見舞われた皆様に 

心よりお見舞い申し上げます。ボラ

ンティアサークル「nicoこえ」も戸沢村蔵岡地

区で災害ボランティアを行いました。私は酒田

市（旧八幡町）北青沢地区にも行きましたが、

大変な状況でした。県外からのボランティアさ

んばかりで県内の方がほとんどいない現状…山

形の青少年のみなさん、どんな災害でも、被災

地域ではみなさんの力を欲しています。（石） 

クイズの答え⇒①織田信長です。「建勲（たけいさお）神社」と言います。天童藩の最後は織田家なんですよ。④は青年の家所長です笑 

主催事業「スポーツ de SDGs」 

《８・９月 ご利用ありがとうございました》 

【宿泊】 
・山形大学競技舞踏部         ・親睦を深める会  

・東北大学ＳＦ・推理小説研究会    ・ボーイスカウト山形県連盟 
 

【日帰り】                  

・１ｓｔ．Ｒｅｖ．ＢＣ（バスケットボール） ・かしわ男子バスケットボールクラブ 

・天童三中女子バスケットボール部      ・天三バスケ保護者会   ・Ｔ３Ｂ（バスケットボール） 

・金井ジュニアバスケットボールクラブ    ・ＨＯＯＰ ｉｓ ＬＩＦＥ（バスケットボール）  

・Ｔ-ｔｈｉｒｄ ＢＢＣ（バスケットボール） ・バスケットボールスクール ハーツ   

・天Ｊソフトテニス    ・天童市バドミントンスポーツ少年団     ・ジュニアバドミントンクラブ 

・天童バド  ・高橋バドミントンクラブ   ・神町バドミントン愛好会 ・クラブ・バドミントン 

・東学ＶＢＣ（バレーボール）        ・天童幼稚園       ・舞鶴保育園         青年の家 SNS 
・放課後等デイサービスハートテラス  ・庄内町立余目中学校合唱部   ・鶴岡東高校野球部 

・（株）山形ビルサービス    ・村山教育事務所「ＭＹボランティアスキルアップセミナー」 

・青年の家 ｄｅ 寺子屋    ・未来を守る青少年防災フォーラム 
 

《今後の主催事業》詳細は青年の家ＨＰで！ 
 

☆１０／１６（水）アートでわいわい 

☆１０／２０（日）青少年ボランティアセミナー 

☆１１／１７（日）アート ｄｅ ＳＤＧｓ 

☆１２／ ８（日）地域をつくるリーダーセミナー（庄内会場） 

☆１２／１５（日）地域をつくるリーダーセミナー（内陸会場） 

☚ ボランティア情報を GET！ 

LINEオープンチャット「青年のイエ～イ✌」 

９／１５（日）青年の家主催事業「未来を守る青少年防災フ

ォーラム」が開催されました。東日本大震災当時、石巻西高

校の教頭先生として避難所運営にご尽力された齋藤幸男先生

を今年も講師としてお迎えし、災害時のこと、避難所運営の

ことなどを見て、聞いて、考えて、話す貴重な時間となりま

した。ワークショップ「災間を生きる君たちへ～希望は絶望

のど真ん中に生まれる～」、若者からのメッセージ「災間を生

きる者として～命と向き合い、命をつなぐ防災～」では中高

生の柔軟な発想と様々な思いを書き記し、発表し合いました。

生きていること、そして自分の名前が呼ばれることが幸せな

ことであることに気づかされた貴重な時間となりました。 

 

 

                

 

 

 

７／７（日）青年の家主催事業「スポーツ de SDGs」

が開催され、１０名の小学生とそのご家族８名の皆

様にご参加いただきました。インクルーシブ教育の

一環として午前中は車いすバスケ、午後からは“お

なじみ”となったスラックラインを体験しました。

車いすバスケについて 

は青年の家としても初 

めての試みでしたが、 

講師の「I.B.BROTHERS」 

のみなさんから丁寧に 

ご指導いただき楽しみ 

ながらも障がい者理解 

ができたのではないか 

と思います。 

８／８（木）・９（金） 

の２日間、青年の家主催 

事業「青年の家 de 寺子 

屋」が開催されました。 

２７名の小学生にご参加 

いただきました。遠くは 

東京・小笠原村からも参加 

していただいたんですよ！ 

夏休みの宿題をしたり、バ 

ルーンアートやカードゲー 

ムなどで遊んだり、規則正 

しい時間で大学生や高校生 

の“先生”とともに楽しく１日を過ごしました。ステ

キな夏休みの思い出ができたのではないでしょうか。 


